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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年7月30日(2020.7.30)

【公開番号】特開2019-147941(P2019-147941A)
【公開日】令和1年9月5日(2019.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2019-036
【出願番号】特願2019-5009(P2019-5009)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/66     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/61     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/66     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/61     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ａ
   Ｃ０９Ｋ   11/08     　　　Ｇ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年6月19日(2020.6.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＢＸＺＹ３－Ｚの構造式を有する少なくとも１種の蛍光化合物であって、
　　式中、Ａは、Ｃｓ、ＣＨ３ＮＨ３、またはＣＨ（ＮＨ２）２であり、
　　Ｂは、Ｐｂ、Ｓｎ、またはＳｒであり、
　ＸとＹとは、相異する原子であり、且つ、独立してＣｌ、Ｂｒ及びＩからなる群より選
ばれたものであり、但し、ＸとＹとのうちの１者がＣｌである場合、他者がＩではなく、
また、
　　０≦Ｚ≦３である、少なくとも１種の蛍光化合物と、
　複数のＮＨ３

＋基含有イオンであって、これらイオンは同じまたは異なるイオンである
と共に、アミン組成物のプロトン化により製造されたものであり、前記アミン組成物は、
少なくとも１種類のアミン基含有化合物からなり且つ２．４～３．３（ｃａｌ／ｃｍ３）
１／２の範囲内の全水素結合ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＨ）を有する、複数のＮ
Ｈ３

＋基含有イオンと、
　複数のＣＯＯ－基含有イオンであって、これらイオンは同じまたは異なるイオンである
と共に、酸組成物の脱プロトン化により製造されたものであり、前記酸組成物は、少なく
とも１種類のカルボキシル基含有化合物からなり且つ１．４（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２未
満の全極性ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＰ）を有する、複数のＣＯＯ－基含有イオ
ンと、を含み、
　前記全水素結合ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＨ）は、

【数１】

を満足するものであり、
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　式中、ｘは、少なくとも１種類のアミン基含有化合物の数であり、
　Ｗｘは、アミン組成物の全重量に基づくアミン基含有化合物の重量比であり、
　δＨ，ｘは、アミン基含有化合物の水素結合ハンセン溶解度パラメーターであり、
　前記全極性ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＰ）は、
【数２】

を満足するものであり、
　式中、ｙは、少なくとも１種類のカルボキシル基含有化合物の数であり、
　Ｗｙは、酸組成物の全重量に基づくカルボキシル基含有化合物の重量比であり、
　δＰ，ｙは、カルボキシル基含有化合物の極性ハンセン溶解度パラメーターであり、
　前記ＮＨ３

＋基含有イオン及び前記ＣＯＯ－基含有イオンは、前記蛍光化合物に結合し
ている、蛍光材料。
【請求項２】
　前記アミン基含有化合物は、（アルキル）ポリエーテルアミン及びポリエーテルジアミ
ンからなる群より選ばれるものである、請求項１に記載の蛍光材料。
【請求項３】
　前記カルボキシル基含有化合物は、オレフィン酸、（メタ）アクリル酸と（メタ）アク
リル酸アルキルエステルとの共重合体、及び（メタ）アクリル酸と（メタ）アクリル酸ア
ルキルエステルとヒドロキシアルキルアクリレートとの共重合体からなる群より選ばれる
ものである、請求項１または請求項２に記載の蛍光材料。
【請求項４】
　（ｉ）アミン組成物と、酸組成物と、構造式がＢＷ２である少なくとも１種のハロゲン
化物化合物と、の混合物を加熱且つ反応して、前駆体を得る工程であって、該構造式中の
Ｗは、Ｃｌ、ＢｒまたはＩであり、但し、２種類のハロゲン化物化合物を使用する場合、
該２種類のハロゲン化物化合物がＢＣｌ２とＢＩ２との組み合わせではない、工程、及び
、
　（ｉｉ）前記前駆体と、溶媒とＡＢＸＺＹ３－Ｚ構造のＡ部分を含む化合物とからなる
第１の溶液と、の混合物を加熱且つ反応して、蛍光材料を得る工程、を含む、
　請求項１～請求項３のいずれか一項に記載の蛍光材料を製造する方法。
【請求項５】
　１重量部の少なくとも１種のハロゲン化物化合物に基づくと、該第１の溶液は、３．０
～４．５重量部の範囲内の量であり、該アミン組成物は、２～３０重量部の範囲内の量で
あり、且つ、該酸組成物は、５～３０重量部の範囲内の量である、請求項４に記載の方法
。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　本開示の第１の態様によれば、蛍光材料は、
　ＡＢＸＺＹ３－Ｚの構造式を有する少なくとも１種の蛍光化合物であって、
　　式中、Ａは、Ｃｓ、ＣＨ３ＮＨ３、またはＣＨ（ＮＨ２）２であり、
　　Ｂは、Ｐｂ、Ｓｎ、またはＳｒであり、
　ＸとＹとは、相異する原子であり、且つ、独立してＣｌ、Ｂｒ及びＩからなる群より選
ばれたものであり、但し、ＸとＹとのうちの１者がＣｌである場合、他者がＩではなく、
また、
　　０≦Ｚ≦３である、少なくとも１種の蛍光化合物と、
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　複数のＮＨ３
＋基含有イオンであって、これらイオンは相同または相異するイオンであ

ると共に、アミン組成物のプロトン化により製造されたものであり、前記アミン組成物は
、少なくとも１種類のアミン基含有化合物からなり且つ２．４～３．３（ｃａｌ／ｃｍ３

）１／２の範囲内の全水素結合ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＨ）を有する、複数の
ＮＨ３＋基含有イオンと、
　複数のＣＯＯ－基含有イオンであって、これらイオンは相同または相異するイオンであ
ると共に、酸組成物の脱プロトン化により製造されたものであり、前記酸組成物は、少な
くとも１種類のカルボキシル基含有化合物からなり且つ１．４（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２

未満の全極性ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＰ）を有する、複数のＣＯＯ－基含有イ
オンと、を含み、
　前記全水素結合ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＨ）は、
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　本開示の第２の態様によれば、蛍光材料を製造する方法は、以下の工程を含む。即ち、
　（ｉ）アミン組成物と、酸組成物と、構造式がＢＷ２である少なくとも１種のハロゲン
化物化合物と、の混合物を加熱且つ反応して、前駆体を得る工程であって、該構造式中の
Ｗは、Ｃｌ、ＢｒまたはＩであり、但し、２種類のハロゲン化物化合物を使用する場合、
該２種類のハロゲン化物化合物がＢＣｌ２とＢＩ２との組み合わせではない、工程、及び
、
　（ｉｉ）前記前駆体と、溶媒とＡＢＸＺＹ３－Ｚ構造のＡ部分を含む化合物とからなる
第１の溶液と、の混合物を加熱且つ反応して、蛍光材料を得る工程、を含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　蛍光化合物は、ＡＢＸＺＹ３－Ｚの構造式を有する。該式中、Ａは、Ｃｓ、ＣＨ３ＮＨ

３またはＣＨ（ＮＨ２）２（即ち、アミジノイオン）であり、Ｂは、Ｐｂ、ＳｎまたはＳ
ｒであり、また、ＸとＹとは、相異する原子であり、且つ、独立してＣｌ、Ｂｒ及びＩか
らなる群より選ばれたものであり、但し、ＸとＹとのうちの１者がＣｌである場合、他者
がＩではなく、且つ、０≦Ｚ≦３である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　複数のＣＯＯ－基含有イオンは、同じイオンでありまたは異なるイオンであると共に、
酸組成物の脱プロトン化により製造された。酸組成物は、少なくとも１種類のカルボキシ
ル基含有化合物からなり、１．４（ｃａｌ／ｃｍ３）１／２未満且つ方程式２を満足する
全極性ハンセン溶解度パラメーター（ＴδＰ）を有し、
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３９】
　工程（ｉ）において、アミン組成物と、酸組成物と、少なくとも１種のハロゲン化物化
合物と、の混合物を加熱且つ反応して、前駆体を得る。ハロゲン化物化合物は、構造式が
ＢＷ２であり、且つ、該構造式中のＷは、Ｃｌ、ＢｒまたはＩであり、但し、２種類のハ
ロゲン化物化合物を使用する場合、該２種類のハロゲン化物化合物が、ＢＣｌ２とＢＩ２

との組み合わせではない。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　［実施例４］蛍光材料Ｅ４
　実施例４においては、実施例１で使用した１重量部のＰｂＢｒ２に替わって、０．５重
量部のＰｂＢｒ２及び０．３８重量部のＰｂＣｌ２の混合物を使用して、実施例１の蛍光
材料Ｅ１の製造方法を用いて蛍光材料Ｅ４を製造した。また、実施例４において、１重量
部のＰｂＢｒ２とＰｂＣｌ２の混合物に基づくと、アミン組成物は２６．１４重量部［２
３／０．８８＝２６．１４］であり、酸組成物ＰＥは２６．１４重量部［２３／０．８８
＝２６．１４］であり、且つ、第１の溶液は、４．０９重量部［３．６／０．８８＝４．
０９］である。
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